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概要 廃棄物最終処分場は単なるごみの貯留施設でなく、そこでは、雨水によ

る洗い出し効果や、微生物による有機物分解効果により、自然の浄化作用

が働く。年月が経過するに従い、埋立地の内部はきれいになり、「何の変化

もおこさない状態」、そして「そのままの状態であれば環境に悪影響を与え

ない状態」となり、そのような状態を安定化した状態という。安定化が進

み、法律で定めた一定の基準に適合すれば、処分場の廃止が認められるが、

それまでは、処分場管理者には水処理設備の運転や、定期的な放流水の水

質検査など、処分場を適正に管理する義務がある。 
処分場の廃止までに要する期間は、埋立地の構造や埋立物により異なる

が、国内の処分場では約３０年間程度といわれる。これは、生ごみを直接

埋め立てている外国に比べると早いものの、さらなる早期安定化が望まれ

る。なぜなら、処分場の維持管理には高額な費用を要し、さらには電気エ

ネルギーや薬品等の資源を使用すること、そして、安定化が進むことによ

り処分場跡地が有効に利用できるメリットが発生するためである。跡地の

利用には緑地や公園、駐車場、グラウンドなど様々な利用方法があるが、

実際に有効活用されている事例は少ない。今後、処分場跡地の有効活用が

進むことにより、処分場が迷惑施設から、喜ばれる施設に変貌することが

期待される。 
これまでの研究により、福井県内の処分場は、年間降水量が多い北陸地

方特有の気候に曝されているため、洗い出し効果に有利と考えられるが、

埋立地内部に汚水が貯まりやすく、その結果、生物分解が遅れる危険性を

有することが分かってきた。そのため早期安定化には、生ごみなどの腐り

やすい廃棄物を直接埋め立てないことと、埋立地内部に酸素が届きやすい

条件となるような維持管理を行うことが重要である。 
 
 


